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南 イ タリアの ロ ンゴバ ル ドの女 王,

アデルペ ル ガ

楠 田 直 樹

は じめ に… ドロテア ・メモ リ ・ア ピチ ェ ッラ女史 との出会 い

前稿 で,青 春 時代 に至 る まで の ア デ ルペ ル ガの生い立 ちについて述べ て きま

した。 この稿 で はそれ以後 の彼 女 につ いて詳述 してい きたい と思い ます。 まず

アデルペ ル ガのべ ネヴェ ン ト到着 時の事柄 を若 干述べ,そ の 当 時 の イ タ リア 半

島で の 状 況 に若干触れ,ベ ネ ヴ ェ ン トの状 況 と照 合 して みたい と思 い ます 。

前稿 で は,書 き忘 れ ま した が,そ もそ もア デ ルペ ル ガ を調 べ て み ようと思 っ

たのは,数 年 前 に 『漫 画 サ レル ノ史LastoriadiSalernoafumetti』 が サ レル

ノで刊 行 され,そ の最 初 に ア デ ルペ ル ガ[漫 画 で は ア デ ル ベ ル ガ に な って い ま

す]が 登 場 した こ とが 大 きな きっ か けです。 ある意 味で,サ レル ノ とい う町 を

古 代 か ら現 代 まで簡便 に理解す るため には,か な りよ くで きた もの だ と思 い ま

す 。

この論考 を書 いて いる最 中の2007年8月27日 に,イ タ リア ・サ レル ノ で ア デ

ル ペ ル ガ の 伝 記 を書 い た作 者 ドロ テ ア ・メ モ リ ・ア ピチ ェ ッ ラDorotea

MemoliApicella女 史 と会 う とい う幸 運 な 機 会 を え ま した。女 史 は大 変 な 日本

びい きで三 十数年前 に来 日してい ました。 その後執筆活動 を開始 し,自 らの教

え る学 生 た ちが 理 解 で き る簡便 な言 葉 で,話 しか け る よ う に 執 筆 し た の が,

『ア デ ルペ ル ガAdelperga』(Salerno[Societbsalernitanadistoriapatria],

2004【2nded】)だ と語 っ て い た の が 印 象 的 で した 。 ともか く,女 史 の作 品 をべ
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一ス に して 自分 な りに解釈 を推 し進め てい きたい と思 い ます
。 この作 品 につ い

て は,前 稿 で は ほ とん ど触 れ る機 会 が あ りませ んで したが,そ の後 よ くで きた

作 品 だ とい う こ とが わかったので,で きれ ば会 う機 会 が あ れ ば と考 えてい た と

ころで した。

最後 に,女 史 か ら与 え られ たBresciaoggiと い う地 方 紙 の2006年11月26日 付

け の文 化 欄Culuturaespettacoliに 記 載 され た ア ゴス テ ィー ノ ・マ ン トヴ ァー

二AgostinoMantovani氏 の記 事 の 一 部(41面)を 付 加 して お きた い と思 い ま

す 。 これはべ ネヴ ェン ト ・サ レル ノのロ ンゴバ ル ド史の中 に見 られ るエ ルメ ン

ガル ダErmengardaと ア デ ル ペ ル ガ に つ い て の もの で す。 フラ ンスの中世史 の

大家 ジ ャック ・ル ・ゴ フJacquesLeGoff教 授 に よっ て 語 られ る こ とに な っ た

18世 紀 の作 品 と され る一枚 の絵 画,エ ル メ ンガ ル ダの最 後 の場 面 に 関す る もの

です。その中の アデルペ ルガ につい て書 かれた部分 を付 け加 えたい と思い ます。

その見 出 しに は,ブ レ ッ シ ャ出 自の あ の二 人 の姉 妹,ベ ネ ヴ ェ ン ト ・サ レル

ノか らサ ン タ ・ジュ リアに至 るロ ンゴバ ル ド史のエル メ ンガル ダとアデ ルペ ル

ガ とあ ります 。そ の第五段 落か らです。 「アデ ルペル ガにはエ ル メ ンガル ダに

続 いていか なけれ ばな らなか った道程が あ りま した。 しか し,実 際 に は,彼 女

はす で に歴 史 の 表 舞 台 に飛 び 出 してい ま した。それ はサ ル レノの教授 で研 究者

で ある ドロテ ア ・メモ リ ・ア ピチ ェ ッラ女 史の作 品 のお かげです 。女史 は この

ロ ンゴバ ル ドの女王 の道程 に歴 史学 的文献学的 な探究 をす すめ,詳 細 な部 分 に

まで触 れ,再 認 識 させ て くれ ま した 。 そ してす ば ら しい書物 『アデ ルペ ル ガ,

サ レル ノの ロ ン ゴバ ル ドの 女 王 』 にな りま した。 この書物 を通 して当時の様 子

を再構 成 す る と ともに,『 中 世 の 女 性 』 像 を も浮 き彫 りに しま した。小 ロ ンゴ

バ ル ド王 国での生活,芸 術,文 化 の 豊 か で繁 栄 した 中心 地 と してのサ レル ノの

歴 史的社 会 的環境 にまで立 ち入 ってい ます。 そ こで アデルペ ルガは女性 の,花

嫁 の,母 親 の,女 王 の役 割 の 中 で 偉 大 な主 人 公 を演 じてい ました。(趣 意)」 と

あ る よ うに,ア デ ルペ ル ガの 占め る歴 史 的 な位 置その ものが イ タリア半島 での

中世 を語 ってい く上 で大切 だ とい うことが理解 で きるはず です 。そ して女 史の

書物 の出来映 えを賞賛 してい ます。 さ らに使 用 している史料 に も,か な り限定
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され る 中,巧 み に使 用 して い る とこ ろ に も関心 が あ ります。

1.当 時 の べ ネ ヴ ェ ン トの様 子 を中心 に して

彼女 のべ ネヴェ ン トへ の到 着 は,と りわ け聖 職 者 た ち は もち ろ ん の こ と,そ

の 地 域 で 洗練 され教 養 の あ る人 々の階層 で は,快 く受 け入 れ られ ま した。 そ れ

は パ オロ ・デ ィア コノPaoloDiaconoの 存 在 が 大 きか った とは い え,待 望 され

て い た こ とだ っ た とい うこ とを示唆 してい ます。 アデルペ ルガ とパ オ ロ ・デ ィ

ア コノの到着 は,事 実 ベ ネ ヴ ェ ン トに とっ て は,学 識 あ る都 市 パ ヴ ィ ア を越 え

る もの と して見倣 されて い ま した。 エ ルケ ンペ ル トErchempertoに しろ パ オ

ロ ・デ ィア コ ノに しろ,パ ヴ ィ ア に存 在 して い た学 派 につ いて語 り,そ の 当時

の 文 書 の 中 に 見 られ る よ うに,マ エ ス トロ(師 匠)と して の称 号 を ほ しい ま ま

に して い た人物で したD。 そ の うえ,ア レー キ の 学 識 や 彼 の文 芸 者 保 護 につ い

て もさまざま語 ってい ま した。 さ らに,デ ィ ア コ ノ は,ア レー キ につ い て,彼

の もつ 倫 理 性,論 理 性,医 学 知 識 や 宗 教 性 につ いて 明言 し,ま た詩 篇 や 交調 詩

篇 を巧 み に叙 述 していた こ とを も語 ってい ま した。

アデルペ ルガは,ベ ネ ヴ ェ ン トで そ の温 暖 で は な い気候 に脾睨 してい ま した

が,そ の都 市 に溢 れ る文 化 教 養 の息 吹 には驚嘆 してい ま した。 そ こで,彼 女 は

古 典 の勉 強,と りわ け キ ケ ロ ーや ウ ェル ギ リウスの研究 を続 ける ことに な りま

した。 当然 ギ リシア語 と聖書へ の探 求 を棄 てて しまった わけではあ りませ んで

した。その とき,デ ィ ア コ ノは ア レー キ の 才 覚 に も光 を当て てい ま した。都市

の再建拡大事業 で は,彼 を擁 護 して い ま した。 そ の事 業の 中には,都 市 壁 の再

構 築,ロ ー マ 時代 の 古 い建 築 物 の 修復,聖 ソ フ ィ ア寺 院 の建 立,さ らに は現 在

で もま だ定 か で は あ りませ んが,消 失 したパ ラテ ィ ウ ム の建 設 あ るい は移転 な

どの事業が あ りま した。 その聖 ソフ ィア寺 院の片腹 には夜 に なって祈祷 に訪 れ

るこ とので きる寺 院 も付属 してい ま した。 この寺院 につ いて は,ロ ン ゴバ ル ド

の 人 々 の奉 納 礼 拝 堂 建立 を決心 したア レーキの特 別 の想 いに よって王宮教会 の

さまざまな特性 を備 えた ものだ った と述べ る人 もい ます2)。 そ の 聖 ソ フ ィ ア寺

院 は,パ ロス 島 産 の 白 い大 理 石 で 覆 わ れ,ユ ス テ ィニ ア ヌ ス 帝 に よっ て建 立 さ
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れた コンスタンティノポリスの同名寺院の原型だ といわれています。その一方

で,都 市の中心にはパヴィアの聖マ リア ・イ ン ・ペルティカ寺院があった とも

いわれています。

この ような教会 に,ア レーキは,モ ンテカッシーノの僧院に委任 した女子修

道院を付属 させていました。 こうして複合的な記念建築物 を建立 し,南 イタリ

アの政治的な中心地であるとともに,宗 教性の中心地 としての役割を帯びさせ

てい きま した。その修道院の初代尼僧 院長にはア レーキの妹のアデルジーザ

Adelgisaが 就任 しました。 このように して,ア レーキは,聖 ソフィア寺院を南

イタリア全域か ら集め られた多数の レリーフで飾 りました3)。 ロンゴバル ドの

人々は レリーフを共有財産 として,公 共の教会 に飾 られるものと考えていたふ

しがあ ります4)。

ここではっ きりと洞察 されることは,ア レーキが妻アデルペルガか ら鼓舞 さ

れた宗教的,愛 国的な熱意に支えられていたこと,そ してその血統 に見え隠れ

する敬慶 さや愛着心に似通っていた伝統 をもつ家系か ら生 じていたことなどで

す。例 えば,ア ンサやデジデーリオが聖サルヴァ トーレ寺院の建立 を熱意と執

着心で継続 していたように,ア デルペルガとアレーキ も聖ソフィア寺院の建立

とその宗教的な複合体の発展に熱意を注 いでいました。また,彼 女のその領土

への,そ して森林公園の緑への郷愁心か ら掌握 されるように,彼 女 は東方的な

栄華を湛えた快適 な庭 園の創設 を望んでいました。その庭園創設には,継 続的

に300人 の奴隷が従事 し,二 人の出会いに至るまで大 きな空間を占めていま し

た5)。

763年 には,パ オロ ・ディアコノがアデルペルガをほめたたえて,折 句 的な

頒歌 を書いてい ます。そこで詩連 ごとの最初 の文字に,Adelpergapiaの 表現

を用いています6)。 デジデーリオ王の初期の統治,す なわち息子アデルキ との

共同統治の時期 をほめたたえ,ア デルペルガとアレーキの結びつ きの栄光を賞

揚 してい ました。 また,こ のディアコノは,766年 から769年 にかけて,ア デル

ペルガのために"Epistola"[『 書簡集』]を 叙述 してい ます。それは 『ローマ

史HistoriaRomana』 の序 として彼女に捧げ られた もので した7)。 この書簡の
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中 で,ベ ネ ヴ ェ ン トで の デ ィ ア コ ノ 自身の滞在 の静穏 な雰 囲気 を述べ てい ます。

そ して さらには,彼 らが そ の地 に逗 留 す る た め に,科 学 や 文 学 の熱 情 を注 ぐこ

とが で きる資料 が収 集 されて いた こ とも述べ てい ます。DomnaAdelpergaの

挿絵 の 中 に,謙 虚 なパ オ ロ ・デ ィア コノ は,さ ま ざ ま な分 野 で の広 い 知 識 を認

め つつ,彼 女 の 質 問 に答 え な が ら,ウ ァ レ ンス の帝 国 まで の 話 で 留 まってい た,

後4世 紀 の歴 史 家 エ ウ トロ ピ ウ ス の 『Breviarium』 を も とに 話 を広 げ て い っ た

こ とを公 言 してい ました。エ ウ トロ ピウス に対 して,デ ィア コ ノ はユ ス テ ィニ

ア ヌ ス 帝 の時代 に まで話 を広 げ,聖 書 上 の 関心 の高 い話 をそ の歴 史 の解 釈の 中

に挿入 してい きま した。そ の 『書簡集 』の末尾 に,国 王 親 族 へ の挨 拶 を付 加 し

て い ま した8)。

パ オ ロ ・デ ィァ コ ノが 使 用 して いた史料 は,エ ウ トロ ピウ ス の後 を続 け て叙

述 して いたキ リス ト教徒 の作者 の もので した。 その 中心 にあったのが,オ ロ シ

ウス の作 品 で あ り,ヒ エ ロニ ム ス の もの で した し,そ の ほか ソ リヌ ス や フ ロ ン

テ ィヌ ス の もの も使用 してい ま した9)。

こ の よ う に,ベ ネ ヴ ェ ン トの宮 廷 の気 高 い平 和 の 中で,快 適 な研 究 論 考 の 時

代,信 仰 心 の厚 い 時 代,堂 々 と した 意 図 を 目論 ん だ 時代 が過 ごせ たので しょう。

幸せ にす くす くと育 ってい く一家 の子供 た ちに,日 々元 気 づ け られ て い ま した 。

パ ヴ ィア滅亡以前 の16年 間で,聖 エ リア ー ノの 戦 利 品 を届 け るべ く,か つ デ ジ

デ ー リオ王 の 側 か らビザ ンツ との協 定 を締 結すべ く,ア レー キ の コ ンス タ ンテ

ィ ノポ リス遠征 のみが,出 来 事 と して知 られ て い ます。 それ は と りもなお さず

ベ ネヴェ ン トが いか に静穏 で平和 であ ったか を物語 ってい るのでは ないで し ょ

うか。 このべ ネ ヴェ ン トにお ける時代 の雰囲気 が彼女 に何か を もた らして いた

ことは 間違 いあ りませ ん し,そ れ まで 築 か れ て きた彼 女 の 性 格 をよ り強 固な も

の に していったので はないで しょうか。

2.ロ ン ゴバ ル ドを取 り巻 く情 勢 とデ ジデー リオ王の外交

そ うこうす るうちに,ロ ンゴバ ル ドに,パ ヴ ィァ と結 びつ い た 家 族 に,そ し

てパ オ ロ ・デ ィ ア コ ノ 自身 に も罠が準備 されてい ました。 しか し,デ ジデ ー リ
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オ王 は,王 国 の不 安 定 さを考 慮 しつ つ,北 側 で は フ ラ ンク族 に圧 迫 され,南 側

で は教 皇 領 が 誕 生 して い くとい う状 況の 中で,王 国民 に安 定 性 を与 え る た め に,

隣 国 との外 交 交 渉 を巧 み に作 り上げてい ました。

ここで,ロ ンゴバ ル ドを取 り巻 く環 境 とその起 源,当 時 の 歴 史 的 な流 れ を傭

鰍 して お きたい と思 い ます。 た だ,人 名 や 地名 はで きる 限 りイ タ リア語表記 に

統一 してお きたい と思 い ます。

王 は ロ ンゴバ ル ド族 とフラ ンク族 との間 にその起源 の類似性 を熟慮 してい ま

した。 もともとロンゴバル ド族 は,ゲ ル マ ン族 の 一 部 族 で,最 初 ドナ ウ川 とエ

ル ベ 川 上 流 との 間に逗 留 し,そ れ か らパ ンノ ニ ア(現 在 の ハ ンガ リー)地 方 に

移 動 し,イ タ リア に や って き ま した 。 そ れ に対 して,フ ラ ンク族 は,ゲ ル マ ン

族 の さ ま ざ ま な部 族 の 混 成 部族 で,ロ ー マ 領 ガ リ アの ライ ン川 地 方 の出身で,

ガ リア地 方 に い た ロー マ 人 と混 成 しました。 ロ ンゴバ ル ド族 は,宗 教 的 に は ア

リウ ス派 に改 宗 し,か な りの ち に な っ て カ トリ ッ ク に改 宗す る とい うふ うに,

彼 らの伝 統 を長 く継 承 して い ま した。一方,フ ラ ンク族 は,最 初 の 王 ク ロー ド

ヴ ェ オClodoveoに よ っ て,す ぐに カ トリ ック に改 宗 し,ロ ー一マ 教 皇 との 結 び

つ きを 次 第 に強 固な もの に してい きま した。そ して この新 たな 「蛮族」的 ロー

マ 国家 はカ トリ ック教 会 の長 子 と して,「 教 会 の 歴 史 的 使 命 へ の 唯 一 の 方 向」

だ と考 え られ る ようにな りました10)。 も と も とゲ ル マ ン系 の 二 つ の 部 族 は,ピ

ピ ン短 身王PipinoilBreveの 父 カー ル ・マ ル テ ルCarloMartelloと リウ トプ ラ

ン ドLiutprandoと の 間 の真 の友 好 関 係 で 結 び つ い た時代 を共有 してい ま した。

その考 えの奥底 には,デ ジデ ー リオ王 が 自 らの 王 国 を強化すべ く,フ ラ ンク族

と同 盟 し よ う とす る考 え をそ っ と忍 ばせ始 めてい ま した。

そ ん な中で,ピ ピ ン短 身 王 が 亡 くな りま した。 その死後,カ ル ロCarloと カ

ル ロマ ンノCarlomannoと い う二 人 の 息 子 た ち に領 土 を分 割 してい ま したが,

息 子 た ちの 不和 が 表 面 化 して い きま した。 それは彼 ら二 人 に遺 され た領土 に対

す る不満 か らで した。 カルロ には,ピ レネ ー か ら ブ リシ ア(現 在 の オ ラ ンダ)

に至 る大 西 洋 に面 した領 域,す な わ ち ネ ウ ス トリ アNeustriaや ア ウ ス トラ シ ア

Austrasiaの 古 い 王 国領 か ら ボヘ ミア の森 に至 るゲ ルマニ アの 中央 部 までの領
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土 が遺 され て い ま した 。 一 方,カ ル ロマ ンノ に は,地 中 海 沿 岸 に至 る まで の ガ

リ アの 中心 部,ド ナ ウ 川上 流 南 部 の ア レマ ンノAlemagnaと い っ た 旧 ロー マ 属

州 が 遺 され て い ま した。 ただ,カ ル ロ は地 中海 へ の 道 が 閉 ざ された こ とに不満

を もち,カ ル ロマ ンノ は先 祖 代 々の 領 地 が与 え られ なか った ことに不 満 を抱 い

てい ま した。 しか し,二 人 と も ロー マ の バ トリキ ウス で,教 会 外 護 の役 目を負

って い ま した 。

ここで登場 して くるのが彼 らの高貴 な母ベ ル タBertaで す 。 彼 女 は,息 子 た

ち の気 持 ち を和 らげ,外 交 手段 で憤 慨 を追 い 払 うべ く,生 き生 き と した 知識 と

平 和 を望 む気 持 ちで干渉 して い きま した。 その外 交手段 とは,ロ ンゴバ ル ドの

同盟 をデ ジデ ー リオ王 の娘 たち と自分 の子 息た ち との結婚 を通 して築 こう とす

る もので した。す なわ ち,カ ル ロ は デ ジデ ラー タ と,カ ル ロマ ンノ は恐 ら くイ

ル ミ ンガ ル ダか ジゼ ッラ ・アデ ルキGisellaAdelchiと 政 略 的 に結 婚 させ る とい

う もの で した。

ただ教 皇ス テ ファノ3世 は この計 画 に脅 威 を もっ て い ま した。教皇 は 当時 の

教 会権 力 を危 険に晒す もの だ と考 えてい ま した。 そ こで,ピ ピ ンの息 子 た ち に

書 簡 を送 りま した。彼 らの結 びつ きを制止 し,「 彼 らが 幼 児 の と き に聖 ピエ ト

ロの墳 墓で,教 皇 の 親 友 の 中 の 親友 で あ り,教 皇 の 敵 の 敵 で あ る」 とい う こ と

に 忠誠 を示 していた こ とを思 い起 こさせ ました11)。 カル ロマ ンノ は教 皇 に破 門

され る こ とを望 んでお らず,カ ル ロ は母 親 の計 画 を支 持 す る とい う正反対 の行

動 に出 ま した。活動 的なベ ル タは,こ れ以 外 の 利 点 を も確 信 して い ま した。 そ

れ はデ ジデー リオの娘 の 中で リウ トペ ル ガがバ イエ ル ンの タ ッシ ロー ネ3世

Tassilonemと す で に結 婚 して い た こ とで した 。 だ か ら,こ の よ うな結 びつ き

が バ イ エ ル ン とフラ ンク族 との和解 の一 因に なるで あろ う と考 えてい ま した。

カル ロは政治的 な要 因で母の行動 に味方 しました。 ともか く,ピ ピ ンが遺 し

た王 国 分 割 の 中で,当 時 の ヨー ロ ッパ の政 治 に 関 して中心 的 な役割 を担 ってい

た地 中海や イ タリア半 島 との直接 的な関係 か ら除外 されてい たこ とが大 きな要

因 を占めて いま した。ベ ルタは,770年 夏 に,外 交 の ため の旅 を開始 し ま した。

まず バ イエ ル ンに赴 き,タ ッ シロ ー ネ と濯 遁 し,次 い で 聖 ピエ トロの墳 墓 を訪
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れ,教 皇に会 うべ くローマに赴 きました。そこで教皇 に議論を尽 くして結婚の

承認 を求め ました。 カルロとデジデラー タの結婚については何の阻害 もあ りま

せんで した。 しか し,ジ ゼ ッラについては,教 皇の不服 に譲歩 し,別 の結婚を

申し出 ざるをえませんで した。 その うえ,ベ ルタは教皇 に書記のイッテリオ

Itterioをベネヴェン ト公国に派遣す る約束 をさせ られ ました12)。その旅の終わ

りに,デ ジデラー タの手 を経て公式文書 をデジデー リオに渡すべ く,パ ヴィア

に赴 きました。その文書には信義関係foedusを 保障 したフランク族の貴族たち

の荘厳 な誓約が書かれてあ り,ア ンサ 自身 も含んでいたサ リ系 フランク族の女

性たち とともに若い女性 を伴 っていました。そ して婚姻 はこの年の数 ヵ月後 に

祝われることにな りました。

しか し,カ ルロマ ンノの死後 カルロが全支配領土を所有 したので,事 態は急

速に悪化 してい きました。カルロマ ンノの未亡人ジェルベルガGerbergaと 息

子たち,臣 下たちは,イ タリア半島のロンゴバル ドの宮廷で押 し黙るように要

求されなが らも,そ こでの立場 を獲得 していました。ち ょうどその頃,カ ルロ

は母ベルタの意図に反 してデジデラータと離婚 して しまいました。デジデーリ

オは,冬 の最中にアルプスを通って苦悩 に満 ち,不 便な長旅に精根尽 き果て,

なおかつ妊娠 していた娘がパヴ ィアに戻 って くるこ とに理解 を示 してい まし

た13)。 この離婚の原因に関 して,そ の時代の人々に もカルロの側近たちに も

是認 されていたように,神 秘的なものが横たわっていましたが,も っとも一般

的な説明はデジデーリオか らカルロマンノの家族に寄せ られた敵意にカルロの

苛立った反応であったというものです。デジデー リオに向け られた敵{氣心は も

う修復不能で した。 カルロは離婚直後 にもうス ワヴィア家の王女イルデガルダ

Ildegardaと の新 たな婚姻 に着手 してい ました。そんな中,こ のデジデ ラー タ

の死の知 らせがベネヴェン トにも達 しました。そ して771年 の冬にアデルペル

ガは自らの意思でブレッシャに出発せ ざるをえなくな りました。幼少期 に幸せ

な時代 を過 ごしたブレッシャの聖サルヴ ァトー レ修道院に戻 りました。そこで

は彼女は何度 も自らの学究に使 っていた豪奢な図書館に,あ るいはよく遊んで

いた庭園にいったことが頭 を走馬燈の如 く横切 ったはずです。 しか し,今 はデ
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ジデラー タの死 に面 した苦悩が,中 庭の回廊に通 じる長い廊下 を歩 く中で,彼

女の気持ちを落胆させていたはずです14)。

ここで,ア デルペルガの内面の動 きを少 し総合 的に記述することで,そ の当

時の家族関係 も含めて,推 測 しておきたい と思います。少 しで も彼女の心の動

きという襲 に触れることが大切だと思 うか らです。

アデルペルガは突然その寝床の足下 に,苦 悩のもとになっていた死体の もと

で立ち止ま りました。アデルペルガとアンシルペルガは無言のうちに,満 面 に

涙を湛えて,苦 悶 と焦燥感で見つめていました。アデルペルガの心の うちには

ウェルギリウスに登場 して くる,ア エネイアスに捨てられて死 を望んだカルタ

ゴの女王デ ィドーのイメージを描いて,自 らを支えようとしていたようにも見

えます15)。ウェルギ リウスの作品の中の二人の登場人物の苦悩 を喚起する中で,

アデルペルガは,涙 がゆっ くりと頬を伝い,祈 りで合わせていた両手で軽 くそ

れを拭い去 った ことす ら無意識の うちになされていました。ただ彼女はデジデ

ラータの顔に異なった兆候 を読み取っていたのではないで しょうか。生気のな

い顔 は,神 の静穏 さの中で落ち着 きを取 り戻 し,息 を引 き取る前に生命の犠牲

を慮 りました。そ して虐げられた人々の将来の難事 に目を向けていました16)。

アデルペルガの苦 しみの解釈は,ウ ェルギリウスやマ ンゾーこの言い回しに

合 わせて,彼 女が本来ロンゴバ ル ドの人々が もつ大胆で情熱的な性格 を引 き合

いに出して娩曲的に述べたような気が してな りません。 しか し,彼 女の気持 ち

は,デ ィアコノか ら古典社会やキリス ト教社会の優雅 さに教育 されて,自 らの

気持ちを制御 し直 し,デ ジデラー タの哀れみ深い精神的な気持 ちを,不 運の復

讐者 として崇め られていたアルカンジェロ ・ミケーレへの祈 りを捧げるふるま

いに繋が りました。女王ベル タは,花 嫁か ら慈 しまれ,哀 願 されていた問に,彼

女の死 とフランク族の蔑みに号泣 しました。 しか し,こ れ らの人々 もデジデラ

ータを愛惜 し,彼 女を王の真実の正統な配偶者 と見倣 していたことも事実です。

3.ロ ン ゴバ ル ドの 避 難 場 所 と しての べ ネ ヴェン ト

デ ジデー リオは,怒 りと失 望 の 頂 点 に達 して,カ ル ロマ ンノの 息 子 た ちが そ



76

の大 義 に立 ってお り,彼 らの 父 親 の 後 継 者 と して,教 皇 が 彼 らに水 を さす よ う

に仕 向 け た か った ようです 。 そ して757年 に 教 会 に譲 渡 され た 領 土 を奪 回 し,

ラ ヴ ェ ンナ包 囲 を引 き締 め る こ とを望 んでい ま した。 しか し,新 た な教 皇 ア ド

リア ー ノ1世Adrianolは,岩 の よ うに 強 固 で した17)。 実 際,デ ジ デ ー リオが

も しも カル ロマ ンノの息 子た ちに水 をさす こ とに成功 していたの な ら,イ タ リ

ア半 島 の ロー マ 領 や ビザ ンツ領 を獲得 して いたであろ う し,ロ ン ゴバ ル ド王 国

の も とで イ タ リア半 島の統 一 とい う夢 を達成 していた ことで しょう。 その夢 こ

そがア ウ ター リの,リ ウ トプ ラ ン ドの,そ して ア ス トル フ ォの 夢 に ほ か な らな

かった はずです。教 皇 ア ドリアー ノ1世 は,そ れ を見 越 して い たか らこそ,カ

ル ロ に手助 け を要 請 し,カ ル ロ は ア ル プス を越 えて教 会 に対す るデ ジデー リオ

の挑 戦 的政策 を止 め るべ く長駆 イ タ リァにや って きま した。 そ して774年 に ほ

ぼ10ヶ 月 の包 囲戦 の 末 にパ ヴ ィ アで デ ジデー リオ と彼 の息子 アデルキ を打 ち破

りま した。 この年 の6月5日 に,デ ジ デ ー リオ と妻 ア ンサ は 降伏 のため,ロ ン

ゴバ ル ド王 位RexLangobardorumを 譲 渡 す べ くカ ル ロの 陣 営 にや っ て き まし

た。 そ して カルロは6月7日 にパ ヴ ィア に凱 旋 入 場 し ま した18)。

た だ,ベ ネ ヴ ェ ン トの ア レー キ は そ こ には参加 してい ませ んで した。 これが

こののちの ロ ンゴバ ル ド族 の イ タリア半島での存続 に繋 がってい きます。

と もか く,カ ル ロは,デ ジデ ー リオ,ア ンサ そ して彼 らの 子 息 た ち を幽囚 し

て,フ ラ ンス に引 き返 しま した。 デ ジデ ー リオは,そ の残 りの 日々 を コル ビエ

Corbieの 修 道 院 で,"invigiliisetorationibusetieuniisetmultisbonis

operibus"に,す な わ ち 日常 性 を も と に して 平 静 隠遁 的 な生活 の 中で過 ご しま

した。一方,リ ウ トペ ル ガ とア デ ル ペ ル ガ は,王 子 と婚 姻 を結 ん で い た に もか

か わ らず,家 族 を助 け る手 立 て は何 もあ りませ んで した。 アデルキ は,あ ち こ

ち彷 復 した あ げ く,コ ンス タ ンテ ィ ノ ポ リス に逃 亡 しま した。アデルペ ル ガは,

この よ うに家 族 が 散 り散 りに な った哀愁 の中で,ア ル ポ イ ノが イ タ リア にや っ

て きて 以 来205年 間続 い て い た 「大 」 ロ ン ゴバ ル ド王 国Longobardiamaiorの

灯 が 消 えて い く悲 哀 を味 わ い ま した19)。 ア レー キ 自身 は,以 前 に 自国 の 自立 性

が す で に存 在 してい た地域 で,自 治 を確 実 にす る適 切 な土 地 を見 出 し,774年
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11月 に はべ ネ ヴ ェ ン トの 君 主 で あ る こ とを宣言 しま した20)。 そ の君 主 国 に は,

北 部 の ロ ン ゴバ ル ド系 の 人 々だ けで な く,イ タ リア 中部 の ス ポ レ ト公 国 な どか

らも,フ ラ ンク族 の 圧 迫 を望 ん で い なか った人 々が移民 して きま した。公 国か

ら君主 国へ の進化 は,あ る意 味 で は,カ ル ロマ ー ニ ョの 支 配 や 教 皇 国家へ の挑

戦 であ ったのか も しれ ませ ん。 こ うした衝 撃的 な行動全 ての背後 には,ア レー

キ に とって,一 ・敗 地 に まみ れ た デ ジデ ー リオの娘 にして,異 端 者 と して殺 害 さ

れ た デ ジデ ラー タの妹 に して,ロ ンゴバ ル ドの純 粋 な血 統 の 子 孫 に して,な お

か つ北 部 で の衰 亡 か らの 再 興 の旗頭 と して見倣 されていた アデ ルペ ルガが いた

か らにほか な りませ ん。 アデ ルペ ル ガは,「 小 」 ロ ンゴバ ル ドの 「象 徴 で あ り

首都 で あ る」 ベ ネ ヴ ェ ン トが 以 前 のパ ヴ ィア を髪 髭 とさせ る都 市Ticinum

geminumに な る こ とを望 ん で い ま した21)。

ア レー キ2世 は,こ こで 「大 」 ロ ン ゴバ ル ドの 権 威 を組織化 す る権 力 を備 え

てお り,そ れ を発 布 す る こ と に な りま した。 そ の時期 には,ロ ン ゴバ ル ドの

人 々 に と って は 「約束 された土地」 と して イタ リア半 島の内外 か ら,あ た か も

巡 礼 の よ う に この 地 に や って きた多数 の避難 民が や って きた と考 え られ ます。

イ タ リア北部 の各地,す な わ ち ピエ モ ンテ,リ グ リア,ロ ンバ ル デ ィア,ヴ ェ

ネ ト,エ ミ リア,ト ス カー ナ そ して ス ポ レ トとい うフランク族の勢力が大 き く

なって きた地域 や教 皇国家か らの移民 が考 え られ ます 。そ う した避難民 たち は,

ベ ネ ヴ ェ ン トの ア ウ レ ア 門PortaAureaで 彼 らの 王女 ア デ ルペ ル ガ 自身 に会 っ

てい た可能性 があ ります。 そ こにはあ らゆる社会 階層の人 々が含 まれて い ま し

た。貴族 たちは新 た な忠誠 を告 げ,庶 民 た ち は新 た な逗 留 を確 保 す る とともに

新 たな仕 事 にあ りつ けたはず です 。避 難民 たち は失 われ た祖 国へ の気 持 ち を,

太 陽 と青 々 と した 空 気 を湛 え た半 島南部の この地で,再 び獲 得 して い きま した 。

む す び に か えて

いず れにせ よ,ア デ ル ペ ル ガ は この よ うな不 安 定 な状況 の中で,パ オ ロ ・デ

ィア コ ノの教 え を尊 び,自 らを律 し,民 衆 の 中 に入 っ て い った よ うです。 人 々

の中に,パ オ ロ ・デ ィ ア コ ノ,ア デ ルペ ル ガそ して ア レー キ2世 とい う三 人 の
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精神性が,こ の王国の基盤 として生 き続けてい くことにな りました。そ してそ

れ以上に,伝 統 を愛お し続ける人々の気持ちがさらに高揚 していった ことでし

ょう。

アデルペルガは,夫 アレーキ2世 や生 き残った人々のそばで,歴 史的に学芸

を司 る神 々の愛好家 として形を変えなが らも生 き続けてい きました。彼女 自身

が受けて きた文化や部族の もつ 自尊心を植えつけていった息子たちを無視する

ことはあ りませんで した。だか ら,夜 毎に礼拝堂の片隅で祈祷 を続けていたよ

うです。 日々困難 に直面 していたこの夫妻 に有効な手助けが光臨す ることを聖

サルヴァ トー レに祈 り続けていたのか もしれません。故人のために平和 を懇願

し,家 族の破壊者への罰を懇願 しつつ,彼 女の記憶の中には,デ ジデラー タへ

の想いが さらに深 く刻 まれていったことで しょう。その当時 まだ南イタリアに

蔓延 としていたどこか牧歌的な雰囲気は,不 安感や郷愁感 を和 らげていったこ

とで しょう。

そんな中で,大 ロ ンゴバル ド王国の最後の女王でアデルペルガの母アンサが

な くなります。アンサはカール大帝の北イタリア解放ののち,ベ ネヴェン トの

アデルペルガのもとに身を寄せて,残 りの 日々を過 ごしてい ました。アンサの

遺骸 はブレッシャに持ち運ばれ,聖 サルヴ ァトー レ僧院にあるデジデラー タの

墳墓の片腹に置かれ ました22)。

アンサの息子 アデルキが ロンゴバル ド族の唯一の希望の星 とな りました。娘

たちは政略結婚などを通 して大ロンゴバル ド王国のあった周辺地域 に嫁いでい

ました。例 えば,ア デルペルガはべ ネヴェント王国に,長 女のアンシルペルガ

は神の国に嫁いでいました。このようにして,ベ ネヴェン トの地にロンゴバル

ドの歴史の中で最 も重要な女性の一人が嫁いでい くことにな りました。それは

大 ロンゴバル ド王国の地か らかな り遠 くに離れたところです23)。実際,歴 史的

には781年 に,ピ ピンがロンゴバル ドの王に推戴 され,パ ヴィアに居を構 えな

が ら,ア ルプスの向こう側に触手を伸 ばしていました。 ピピンが成人 し,王 位

に就 くと,さ まざまな戦いが始 ま り,フ ランク族 などの地域に遠征 し,そ の周

辺のゲルマン諸部族の貴族たちを打ち破ってい きました。ただロンゴバル ドの
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諸侯はその周囲に領地 を保っていました24)。

北イタリアでは伝統 を打ち破 り,さ まざまな改革がなされる原型がで き上が

りましたが,そ れに比べて南 イタリアでは伝統 を重視する文化が深 く根づいて

北イタリアの ような活力が涯って くる環境 は整いませんで した。そんな中に登

場 したのがアデルペルガで した25)。
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